
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栃木市立西方小学校 
給食共同調理場  

栃木市マスコット 
キャラクター 
｢とち介｣  

2月
がつ

は暦
こよみ

の上
うえ

では「春
はる

」ですが、まだまだ寒
さむ

く体
たい

調
ちょう

を崩
くず

しやすい時
じ

期
き

です。2月
がつ

は節分
せつぶん

や初午
はつうま

があり、給
きゅう

食
しょく

にも、「炒
い

り豆
まめ

」や「しもつかれ」など、行
ぎょう

事
じ

に関連
かんれん

した献立
こんだて

を提
てい

供
きょう

します。節分
せつぶん

には「鬼
おに

は外
そと

、福
ふく

は内
うち

」

と大
おお

きな声
こえ

を出
だ

して豆
まめ

まきをして、病
びょう

気
き

や災
わざわ

いを追
お

い払
はら

い、福
ふく

を呼
よ

び込
こ

む風習
ふうしゅう

があります。また、節分
せつぶん

でよ

く使
つか

われる大
だい

豆
ず

は、「畑
はたけ

の肉
にく

」と呼
よ

ばれるくらい、たんぱく質
しつ

が豊
ほう

富
ふ

で栄養
えいよう

たっぷりな食材
しょくざい

です。 

給 食
きゅうしょく

を通
とお

して、いろいろな食材
しょくざい

に触
ふ

れ、昔
むかし

からの風習
ふうしゅう

、伝統
でんとう

を感
かん

じてもらえればと思
おも

います。 

節分
せつぶん

とは？ 初午
はつうま

とは？ 

節分
せつぶん

は、２月
がつ

３日
か

に行
おこな

われる、豆
まめ

をまいて邪
じゃ

気
き

(悪
わる

いもの)をはらう行
ぎょう

事
じ

です。 

もともとは中
ちゅう

国
ごく

から伝
つた

わった「鬼
おに

追
お

い」とい

う風習
ふうしゅう

に、日
に

本
ほん

の考
かんが

え方
かた

が合
あ

わさったものだ

と言
い

われています。 

豆
まめ

をまく理
り

由
ゆう

は、栄養
えいよう

豊
ほう

富
ふ

で霊力
れいりょく

が宿
やど

ると

考
かんが

えられていた豆
まめ

をまくことで、病
やまい

や災
わざわ

いを

はらうことができ、豆
まめ

を食
た

べることで、その力
ちから

を取
と

り入
い

れることができると考
かんが

えられていた

からだそうです。 

 初午
はつうま

とは、2月
がつ

最初
さいしょ

の午
うま

の日
ひ

のことで、稲荷
い な り

神社
じんじゃ

本社
ほんしゃ

の「伏見
ふ し み

稲荷
い な り

大社
たいしゃ

」に神様
かみさま

が降
お

りた日
ひ

と

言
い

われています。稲荷
い な り

神社
じんじゃ

では、神
かみ

の使
つか

いである

きつねの好物
こうぶつ

(おいなりさん)をお供
おそ

えして、豊作
ほうさく

をお願
ねが

いします。 

栃木県
とちぎけん

では「しもつかれ」が有名
ゆうめい

です。昔
むかし

の

伝統
でんとう

をこれからも受
う

け継
つ

いでいけるとよいです

ね。今
こ

年
とし

の初午
はつうま

は、2月
がつ

12日
か

です。給 食
きゅうしょく

では、

ひと足
あし

早
はや

く、５日
か

にしもつかれを提供
ていきょう

します。

苦手
に が て

な人
ひと

もこの日
ひ

はチャレンジしてみましょう。 

食
しょく

事
じ

のマナーを再確認
さいかくにん

しましょう！！ 

上
うえ

のはしは、えんぴつを持
も

つように。 

下
した

のはしは、親指
おやゆび

のつけ根
ね

と薬
くすり

指
ゆび

の 

第一
だいいち

関節
かんせつ

あたりで軽
かる

く持
も

ちます。 

親指
おやゆび

以
い

外
がい

の４本
ほん

の指
ゆび

をそろえて伸
の

ばし、 

指
ゆび

の腹
はら

をごはん茶
ちゃ

わんの底
そこ

へのせます。 

親指
おやゆび

は、ごはん茶
ちゃ

わんのふちにそえます。 

汁物
しるもの

は右側
みぎがわ

、主
しゅ

食
しょく

は左
ひだり

側
がわ

に置
お

く。 

日
に

本
ほん

では、昔
むかし

から左
ひだり

側
がわ

が上
じょう

位
い

と考
かんが

え

られているため、大切
たいせつ

な食
しょく

糧
りょう

である米
こめ

を、左
ひだり

に置
お

くようになったといわれて

います。 


